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2011年度活動テーマ

発酵食品で放射能に打ち克つ健

康づくり。人々の協同で被災地

復興と大地再生。

 発酵と復興

「総代会特別決議」を受けて
核と原子力のない安心の社会づくりに向けて

6/27 理事会にて

「放射能対策・脱原発委員会」
発足へ

理事会の下に、委員会、小委員会・自主グループづくり

　①直面する放射能から家族や子供たちを守る活動
　　　　　・子供たちを放射能から守る公園、遊び場の汚染実態調査・対策（調査隊）

　　　　　・「原発・放射能勉強会」（各地区巡回）の企画

　　　　　・放射能による身体損傷確率を減らす食べものと食べ方の研究交流

　②「原発震災はもうこりごり！」　市民からの意志表示
　　　　　・国に脱原発を決意・表明させるための市民からの意志表示（意見書）

　　　　　・再稼働させないための県への要請行動　・東電による電気料値上げの動き反対

　　　　　・東電、国が生活補償・汚染土壌や作物の処理に最後まで責任を持つことの要請

　　　　　・廃炉の工程表（プロセス）、核のゴミ処理の方法の提示要請と国民論議

　　　　　・エネルギーの民主化と、エネルギーと資源の地域自給運動

　③くらしの見直し活動
　　　　　・節電工夫の交流、エネルギー消費の洗い直し（生産現場も含めて）、生ゴミ堆肥化等

　④生産者とともに、土壌・環境の再生活動

（仮称）

【放射能対策と情報の「ニュース特別版」をスタートさせました】
　ニュースレターだけでは伝えきれない・・・・。家庭でできる除染対策、生協での食品検査結果の速報、

地区別の環境汚染情報、組合員の活動等をもっとタイムリーにお知らせしようと、このニュースの中に、

「原発・放射能特別版（Ａ４版）」を毎週お届けすることにしました。編集責任担当は商品理事柿崎です。

　今週の特集は、　①家庭でできる食品の放射能除去の工夫

　　②鈴木牧場、汚染牧草隔離努力で、牛乳からも放射能検出せず！

　　③お茶（一番茶：大石茶園）をお湯で抽出した飲用茶からも検出せず！

　鈴木牧場です。皆さんに色

々なご協力を頂きありがとう

ございました。うちは本当は

最初は東北に比べたら被災

者じゃないよと言っていたん

ですけれども、段々段々放

射能の影響を受けまして、

最初の10日間は停電と破損

によって牛乳を廃棄したんで

すけれども、次の20日間は

放射能が牛乳に出たということで、20日間は廃棄、計

１ヶ月牛乳を捨てるということになりました。

　茨城県でこういうことになるというのは本当にびっくり

しておりまして、何というか、本当に牛に対して申し訳

ないという気持ちでいっぱいになりました。

　で、更に今回、お茶でも出ましたけれども、牧草でも

放射能が出たということで、うちも牧草の収穫作業と

いうのは無駄な作業だったんですけれどもやって、そ

れは隔離してあります。

　収穫前に牧草の放射能が高いということが分かって

おりましたので、去年の5月に収穫した牧草を少し長く

延ばそうということで、少しずつ与えるようにしていま

す。あと去年の10月に収穫した干しサイレージ（とうも

ろこし）があるので、それは9月末まであります。

　今、牧草を収穫して、次のとうもろこしの種を蒔く作

業に入っています。大石さんがやってくれたうちの牧

場の放射能のスクリーニングした表があるんですけれ

ども、4月の時点で汚染があるということが分かったの

で、ゼオライトが効果があるということだったので、そ

れを注文しました。

　ゼオライトの注文が殺到しているとのことで１ヶ月か

かりましたが、今ゼオライトの散布作業をやっていると

ころです。

　生協の皆さんが言っているように、有機農業の堆肥

は放射能に対して効果があるということで、更に今年

は、堆肥をより多く使って、作物にセシウムを吸わせ

ないようにしよう、と考えて、更にゼオライトを使って、

作物にセシウムを吸わせないようにしています。

　あと、土を深く耕せば濃度を分散できるとのことで、

25センチから30センチ深耕しています。

　そういうことを考えながらやっていて、早く梅雨に入

ったために作業が遅れていますが、放射能対策を優

先的にやって、作物への移行を少なくし、牛、牛乳へ

の移行を減らし、組合員さんへの製品には絶対に移

行しないようにと思ってやっています。

あらゆることをできることをやっています。

　本当に、茨城県がこういう風になったっていうことは

、うちもある意味被害者ですが、皆さんにとっても大変

なことだと思いますが、これからもそういう努力は、多

分生産者みなさんやってくれると思うので、これからも

ご支援を頂いて、買っていただくことが支援になると思

うので、これからもよろしくお願いします。

石岡鈴木牧場　鈴木昇さん

 「あらゆる対策で、製品には放射能が絶対に出ないよう」

鈴木牧場放射能検査２回目

やった～！鈴木さん！

原乳・ヨーグルトから

放射能検出されず！
（6/3搾乳分→6/20結果判明）

ホエーからも不検出！

　鈴木さんが土作りから丹精こ

めて作った牧草（イタリアン・ライ

グラス）でしたが、放射能汚染さ

れてしまった以上、ガマンして隔

離して牛に与えませんでした。

その成果ですね！

　セシウムはホエーに9割移行と

のことでホエーも検査に出しまし

たが検出されませんでした。

●７月１日（金）夜6:00～　つくばノバホール　田中優講演会「原発に頼らない社会へ」



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　岩手県の大船渡の綾里

という町から来ました。わ

かめの生産が盛んな街で

す。

　この度は常総生協の組

合員の皆さん、理事さん、

職員の皆さん、本当にあり

がとうございました。過大

なるお見舞金を頂きまして、それは形に残るものとし

て会社の財産の一つにして営業していきたいと思って

います。

　先ほど石巻の高橋社長からお話がありましたが、本

当に大きな被害を受けまして、どこから手をつけてい

いのか、それがまず分からないということ、これが実

感でありました。

　でも、生協の会報でもご案内して頂きました通り、会

社の形が部分的に残りました。また従業員は、綾里の

工場には当時作業員が20人おりましたが全員無事に

近くの中学校の体育館に避難しておりまして、私はち

ょっと離れた大船渡におったのですが、夕方無事に合

流することができまして、まず、人的な被害がなかった

ので、ここで一つ再建の目安が付いたのかなと思って

おります。

　従業員全員が「ぜひ仕事に復帰して働きたい」という

意思が非常にありましたので、「これはもうやらなけれ

ばならない」ということで、その場でもって復興の決意

をいたしました。

　本来は、すぐに手をつけたい状況だったのですが、

まずは瓦礫がひどくて手が付かないという状況で、1

週間10日は、何もせずに避難生活を過ごした状況で

す。

　私どもの地域は、石巻の高橋さんの地域に比べて、

若干復興のスピードが速いように感じます。1月ちょっ

と経ちましたら、水道がまず入ってきました。それから

また1ヶ月後には電灯だけですけれども、電気が通り

ました。

　瓦礫を取るのがまず第一だと思うんですが、瓦礫を

取る重機が少ないということで、土建屋さんがいる地

域から手をかけるということで、私どもの地域はたまた

ま土建屋さん大手が２社おりまして、そこの重機が動

き出したということで早く回復できたんじゃないかと思

います。

　私ども今後、今まで何十年と常総さんにもかわいが

っていただきまして、今まで三陸の、特に岩手県の海

藻を安全安心で買っていただくということでやってまい

りました。

　残念なことに、今年ちょうど３月がわかめの収穫の

時期にあたっており、ちょっと生育が遅れていたもんで

、３月の５日６日頃から収穫にあたっておりました。

　その始まった矢先の事故で、今年の三陸のわかめ

は採る手前でやられてしまいました。

　今年の生産はゼロということで、去年確保した在庫

の中でも被災しなかったほんの一部分だけ残ったとい

う状況でございます。

　生協の会報でもご紹介して頂いたんですけれども、

今年は、今まで供給させて頂いておりました商品を継

続して出すというのはちょっと不可能なために外国も

のを含めながら、また新物が出るまでかわいがってい

ただければと思っております。

　手前どもの状況は３工場と冷蔵庫冷凍庫あったんで

すが、冷蔵庫冷凍庫・倉庫は流出したり全壊したりし

ましたが、おかげさまで３箇所の工場だけは幸いに形

だけは残りました。

　そのうちの冷凍庫とパック工場が先週稼動できるよ

うな状況になりまして、６月６日からチームを組んで少

しずつ掃除を兼ねながら作業を始めようかということ

で、第一歩という状況までなりました。

　今後ともしっかりした商品の提供に努めてまいりま

すので、今まで以上にかわいがっていただきたいと思

っております。

　最後になりましたが、組合員のみなさまから大変な

高額の義捐金を頂き、また、励ましのお言葉をたくさ

ん頂きました。

　生協の職員の皆様からも「応援に行くよ！」と再三声

をかけていただきまして、商品部の藤田さんをはじめ

、工場にも見舞いに来ていただきまして、大変心強く

思っています。

　今後ともひとつ末永いご援助とご協力をよろしくお願

いします。これでご挨拶とさせていただきます。ありが

とうございます。

岩手県大船渡市 綾里（りょうり） （有）コタニ　小谷善次会長

「消費者組合員からの励ましの言葉をたくさん頂き、
　　　　　再開への第一歩という状況まで来ました。」

【6/11 総代会報告②　震災地から組合員へ】

　宮城県から参りました、まるたか水産の高橋です。

　この度は組合員様、温かいご支援を頂き、また、熱いお言葉を頂戴いたしまして誠にありが

とうございます。　私のところは石巻なんですけれども、津波は1メートルくらいしかこなかった

んですけれども地盤が１メートル沈下で、毎日海水が入ってきている状態です。

　常総生協の組合員のみなさまには荻浜の生牡蠣を食べて頂い

ておりますが、津波でいかだ、漁具関係が全て流されているものですから、今期の生

牡蠣はちょっと無理かなと思っております。

　3月11日の時は、うちでわかめもやっておりまして、わかめを刈って二日で、震災が

来たものですから今年作る塩蔵わかめは絶望的な状態です。

　その中で再建のために色々と頑張って模索していきたいと思っておりますので、社

員一同頑張っていきますのでよろしくお願いいたします。

石巻まるたか水産（荻浜のカキ）　高橋雄治専務

 「今年の生ガキは無理かと思いますが、頑張って再建模索していきます

全滅した荻浜のカキの漁師
さんといっしょの高橋さん

　皆さんこんにちは。魚住と申します。私は

常総生協の一組合員でありまして、来賓

の席に座るという立場の者ではありません。

　今日、こういう会にお招きいただきまして、

皆さんと一緒に、今までの取り組みをもう一

回底辺から見直して、もう一回大震災後皆

さんと一緒に生き抜いていければいいと思ってやってまいりま

した。

　今、高橋徳治の高橋さんやあいコープふくしまの佐藤さん

から、被災地のメッセージを伺っているうちに涙が出てきて・

・・・。いっぱいしゃべりたいことはあったのですが、まとまりませ

ん。

　大石さんが、震災直後にすぐ、被災地に駆けつけようとい

うことで、戸頭の店にある品物をトラックいっぱい積んで、そ

の、機動性というか、おっちょこちょい性というか、私は、こう

いう人いいなと思います。

　今、私たちができることを、静かにやり続けることかなと思

います。

　今日、皆さんの前で「生命の道」という歌を歌います。

　この「生命の道」という歌を作った人は、熊本県水俣市で

当時水俣中学の教員をやっていた高橋あきらさんという方

なんです。私がこの歌と出会ったのがちょうど25年前、チェル

ノブイリの原発事故のあった翌日です。

　たまたま広島の友人を訪ねた時にチェルノブイリの事故を

タクシーの中で聞きました。

　その翌日に水俣病発

生公式確認30年の行

事が水俣市であったん

です。その時に、作家

の水上勉さんが、若狭

の原発の話をされまし

た。作家として最初に

世に水俣病を問うたの

が、「海の牙」という小説で、彼は、漁民に寄り添いながら

作家活動を続けました。水俣から30年経って、僕たちに、

その原発のこともしっかり言われて、これでいいんですかって

いう問いかけをされて、講演を終えられました。

　この時、教師の高橋さんが、子供に当日歌うように指導

していたんです。子供たちが歌ってくれたのがこの歌で、その

子たちは水俣の水銀汚染濃度の高いところの本当にそこ

で暮らしていく若い子供たち・・・汚染から逃れられない、見

た目は本当にきれいな海のそんなところで暮らしている子

供たちに教師が託した歌です。

　私は、この歌をぜひ皆さんと歌い続けていけたらなと思っ

て、今日、皆さんの前で歌わせていただきたいとお願いしま

した。

　今回の大震災の被災者、亡くなられた方への鎮魂の歌

、未来を託したい子供や若者たちへの希望の歌として聴い

ていただけたらと思います。

毎週、東北被災地・避難所へ有機野菜を届けている茨城有機農研を代表して

石岡（やさと）の魚住道郎さん（日本有機農業研究会副理事長）

 「生命の道」・・・震災で亡くなられた方への鎮魂、
い　の　ち

　　　　未来を託す子供たちに贈る歌を歌います。

言葉に詰まる
魚住さん

「生命の道」を歌う魚住親子


